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計算機を社会システムの比喩で説明する話

九州大学大型計算機センター広報教育委員会委賃

九州 工 業 大 学 安 在 弘 幸

情報化の時代 ということでか,学 生ばか りでな く,い ろいろな経歴 をもつ人々に電子計算機の話 を

する機会が多い.そ の際 これ らの入々に どうすれば容易に理解 して貰えるか と,具 体的な例 を引い

たり,身 近かな話 を比喩に用いた り,顔 色 をうかがった り,い ろいろ と苦心する.そ んなとき,う な

ずいて くれる入を見るのは嬉 しいものである。案外,居 蹴 りをしていたのか も知れないが.と きには

とっさに思いついた比喩に,我 なが ら感心 したり,啓 発 されたりす る.そ んな例の中で,社 会の組織

や制度に関連 したものを二,三 述べよう。 「よい比喩はよい理解 を生み,よ い類推はよい研究 を導 く」

と誰かが云ったが,そ んな大それた目的はない,た だ面白いと思って戴ければ十分である.

原 始,CPUは酋長 であ った 原始的な計算機システムでは,CPUつ まり 中央処理装置が周辺

装置を一手に制御 していた.ち ょうど酋長 が村落民 を支配 していたように.以 来四分の一世 紀,計 算

機 システムの発達はまことに日覚 ましいが,そ れ もどことな く社会の発達に似ているか ら妙である.

機 器制御装置の発明によって,周 辺機器の直接的な制御権はCPUか ら割譲 され,「 割込み」 と呼ば

れる下意上達機構の整備 とあいまって制御権の階層構造が出来あがる.こ れは極めて単純なモデルと

してではあるが,封 建制や会社の指揮系統の ように見れないこともないであろう.機 器制御装置には

情報転送の機能 も備 わっているが,や がて,こ の転送機能 を専門に営む装置が生 まれた.チ ャネル麟

御装置である.こ うして,流通 機構が独立 し,整 備 されて くると,転 送データが標準化 され,多 重化

による信頼性の向上が計 られるばか りでな く,シ ステム全体の制御 構造に大 きな変化が現われてくる、

多重化が可能になったCPUは,あ たか も周辺機器のような取扱いを受けいれるようにな り,同 時に

周辺機器の自律性 も相対的に増大 し,記 憶装置 も独立 して周辺機器から直接 に入出力をおこなった り,

自分に最適に出し入れを計った りするようになる.制 御権は分散 し,互 いのチェック ・ア ン ド・バラ

ンスによる処理が進行す る。0.S.の 中にジョブ・スケジューリ ング,資 源管理等の 「見えざる手」を

どのように設定するかが,シ ステム設計者の腕の見せ所 となる,流 通機構の整備に よるサブシステム

の自律化によって効率 を向上 させてゆ くこの過程は,市 場の形成に よる近代化への過程の単なるパロ

ディなのだろうか.そ れとも両システムか ら抽象され るようなメタ構造が確 かに存在 し,そ の特性に

よって両者が規定 されているか らなのであろ うか.別 の観点か ら見てみ よう.

電子 計算機 システムは加工過程(演 算装置)を 含む 鍾 の物流管理 システムである.会 社内または

会社間 を 「物」が流通するためには,そ れに附随 していろいろな伝票や書類が適切な場所に送付 され,

処理 されなければならない.電 子計算機でも同様 であって,た だ異なるのは 「物」 も情報であ り,伝

票や書類 も情報であることである.例 えば記憶装置には倉庫係が居て,記 憶ア ドレスレジスタに入っ

て 来た入庫伝票を見て,記 憶バ ッファレジスタに置かれた物 としての情報を入庫する.命 令取 り出し

サ イクルでは,命 令カウンタか ら出庫伝票が記憶 ア ドレスレジスタに置かれて,記憶 バ ッファレジス



タに物 としての情報である命令が出庫 され,制 御装置の命令レジスタに転送される.転 送の途中,物

としての情報であった 「命令」は,命 令レジスタに置かれて,命 令実行サイクルになったとき,は じ

めて他の物に関する情報,す なわち真の意味での命令 となる.こ の 事情は伝票が封筒に入れ られて転

送されている状態に似 ている.こ の場 合,伝 票は物 としての情報であ り,封 筒に書かれた宛先が,そ

の物に関する情報である.宛 先に とどいた封筒が開かれ,伝 票が読 まれた とき,そ の伝票は他の物に

関する情報になるのである.抽 象すれば,制 御指令が制御者に渡 され ることにより,制 御者にあらか

じめ設定 された役割 と制御指令に応 じて,制 御対象への処理が施 され るといえるであろ う.原 始プロ

グラムはコンパイラーに対す る制御対象であ り,そ の 目的プログラムが実行 されるとき,他 の制御対

象(デ ータ)に 関する制御指令 となる.

コス トパフォーマンスは規模(価 格)の 二乗に比例するというGroschの 法 則があ る.とすれば,

計算機は大 きいほどよい とい うことになる.実 際そのようなわけで,巨 大化はます ます進行 中だが,

そ うはいかない事情 も生 じて来た.規 模が大 きくなるほ ど,ソ フ トウエアシステムの ・人当りの生産

性が落ちてきてお り,こ れを外挿すればそれが零になって しまうシステムの規模 さえ推定されている

始末である.こ うして,ハ ー ドウエアの コス トよりもソフ トウエアシステムの コストの方が大 きな部

分 を占め るようにな り,従 って,新 しく開発される計算機のハー ドウエア をソフ トウエアシステムに

適 合させ ようとする傾 向が生 じている.上 部構造がいまや下部構造への栓桔 となったのであろうか.

ミニ コンもGroschの 法 則か ら外れるとい う.た だ し,よ い方向へである.と なると,ミ ニコンを

沢山並べて有機的に結合 したシステムの方がコストパフォーマンスはよいのではないか,と 誰しも考

えるであろう.こ れ も有機的な結合 という点や ソフ トウエアの作成に困難があるようだが,す でに外

国か らの注文で作製中のメーカー もあると聞 く.た いていのメーカー も検討 しているのではないだろ

うか.と にか くこれは…種の革命であろう.制 御権の分散を一層 進める方向に量的に も,質 的にも,

システムは大巾に改編されるからである.技 術の進歩はまった く早 く,昨 年ワイヤメモ リーが市場に

登場 したと思ったら,今 年はICメ モ リの登場で あ り,コ ス トも半分 ぐらいになるとい う.こ うなる

と,記 憶 とロジックが混然 とした回路 も可能になるであろう.こ うして,見 様によっては制御権の分

散 と統合,す なわち民主化が更に進め られていると見 ることも出来る.分 布論理回路や連想記憶装置

が廉価に供給される日も近い と思われる.

要 するに,電 子計算機システムの システム としての発達の過程は,流 通機構(情 報構造)の 整備に

併進する,制 御権の分散 と統合,す なわち,分 権化(民 主化)へ の制御機構の発達の過程である,と

いうのが私の仮説である.換 言すれば,電 子計算機 システムの効率 と機能の向i二は,有 機的に結合さ

れ,か つ同時的に動作する部分 を増加 させ ることによって行 なわれた,と いうことである.

それはともか く,こ の ように電 信十算機 システムを社会の制度や組織に類比 させることによって,

複 雑に見える機構 も意外に身近かに感 じさせ ることができるのではなかろうか.計 算機 は通信回線網

と結合することに よって,層 深 く社会の各層 と結 びつき始めている.こ の とき,祉 会システム 自体

の情報構造や制御機構は どの ように変ってゆ くであろうか,興 味深い問題である.


